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抗体の可変部が細菌と結合し、定常部がＮ受容体と結合することで、細菌の細胞
内への取り込みを促進している。
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抗体

アクチン ミオシン 神経筋接合部（終板）

硝酸菌亜硝酸菌窒素固定細菌

筋小胞体 Ca＋＋

20 アミノ酸 ペプチド

グリセリン 脂肪酸

Ａ

ブドウ糖（グルコース）

窒素は茶樹の生育に必要な栄養素であり、不足する場合には収穫量が少なく
なるが、過剰に存在しても収穫量が増加することはない。

硝酸イオン（NO3－） 光合成
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マクロファージ

主要組織適合性遺伝子複合体（MHC） 形質細胞（抗体産生細胞）

H－C－CH2－CH2－COOH

ATP（アデノシンミリン酸）

尿素

β酸化
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